
2013 年度沖縄地理学会プログラム 
 

開催日  2013 年 7 月 27 日（土） 9：30～17：00 
会 場  琉球大学法文学部新棟 215 教室 

 
 
●研究発表（口頭発表） （9:30～10:50） 1 人 20 分（発表 15 分，質疑 4 分） 
座長：渡邊 康志（GIS 沖縄研究室）  
1．大城和也*（琉球大学・院）・廣瀬 孝（琉球大学）：水の流出からみた沖縄島における新

旧石灰岩地域の溶食速度に関する一考察 
2．武石 裕*（琉球大学・院）・廣瀬 孝（琉球大学）・青木 久（大東文化大学）・前門 晃

（琉球大学）：サンゴ礁海浜における汀線砕波波高と潮位との関係について―沖縄島新

原海岸における観測事例― 
3．堀本雅章（法政大学沖縄文化研究所）：鳩間島における観光地化とその要因  
4．目崎茂和（三重大学名誉教授）：石灰岩地域の地形と景観美について 
 
●研究発表（ポスター発表） 概要説明（10:50～10:55）コアタイム（12:00～12:20） 
P1．崎浜 靖*（沖縄国際大学）・鈴木厚志（立正大学）：マラリア有病地の歴史地理－宮古島・

石垣島・西表島の比較－ 
 

―― 休憩（10:55～11:10）―― 
 

●特別講演 （11:10～12:00） 
R.B.Singh（シン）（デリー大学教授，IGU/LUCC 副会長）： 

Present condition of geography in India : focus on environmental education and 
research（インドにおける地理学の現状と課題－環境教育・研究を中心として－） 

 
―― 昼休み（～13:00）―― 

 
●総会（13:00～13:40） 司会：上江洲 薫（沖縄国際大学） 

開会 
会長あいさつ 
議長選出 
議題 
（1） 2012 年度事業報告（案） 
（2） 2012 年度決算（案） 
（3） 2013 年度事業計画（案） 
（4） 2013 年度予算（案） 
（5）会則の改正（案） 
（6）沖縄地理学会表彰規程（案） 
（7）その他 
 

 
  



 
●第 2 回 石灰岩地域シンポジウム「本部半島――石灰岩地域の魅力をさぐる」 

開会あいさつ  前門 晃（沖縄地理学会会長）（14:00～14:05） 
 
基調講演（14:05～14:35）  
尾方隆幸（琉球大学）「地球史における石灰岩の役割」 

 

パネリスト講演（自然系） 

  千村次生（中央開発）「様々な時代の石灰岩が観察できるラッキーエリア」（14:35～14:55） 
廣瀬 孝（琉球大学）「特色ある石灰岩地域の地形と水」（14:55～15:15） 
コメント：前門 晃（琉球大学）（15:15～15:20） 

 

―― 休憩（15:20～15:30）―― 
 

パネリスト講演（人文系） 

崎浜 靖（沖縄国際大学）「石灰岩地域における村落景観の性格」（15:30～15:50） 
我那覇 念（元高校校長，本会会員）「石灰岩段丘地形と今帰仁城跡」（15:50～16:10） 
コメント：上江洲 薫（沖縄国際大学）（16:10～16:15） 

 

総合討論（16:15～17:00） 司会：渡久地 健（琉球大学） 
 
総合司会：小川 護（沖縄国際大学） 

 
 
 
 
●懇親会 沖縄国際大学前「パブロ」 （18：00～） 


